
議 事 録

会 議 名 令和５年第４回江南警察署協議会（定例会）

令和５年12月13日(水)
午後３時30分から午後５時00分までの間

日 時 ・ 場 所

江南警察署 講堂

１ 委員

関戸 利幸 会長 小川 枝里子 副会長
村田 美保子 委員 中島 敏哉 委員
小松 浩 委員 森田 美奈 委員
塚本 由美 委員 前田 弘秋 委員
間野 光宏 委員

以上９名（定数10名）

出 席 者 ２ 警察署員

加藤署長 三村副署長
萬木警務課長 森会計課長 土屋生安課長
鈴木地域課長 長尾刑事課長 山下交通課長
脇田警備課長

以上９名

３ 有識者等

なし

諮 問 事 項 等 多発する特殊詐欺の被害防止対策

１ 住民の防犯意識の向上方策

２ 関係機関との連携強化
答申等の概要

そ の 他 次回開催予定 令和６年２月下旬頃
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会議の経過及び発言の要旨

記録者 警 務 係 長

１ 会長挨拶

２ 署長挨拶

３ 前回の答申に対する具体的施策の推進状況（交通課長説明）

(1) 諮問事項

大震災に備えて、平時の警察活動に望むこと

(2) 答申事項

ア 住民に対し、危険個所はどこか、どこへ避難したらよいのかといった

ことを自治体から情報を入手し、あらゆる警察活動の場での情報発信

イ 大地震が起きたときに高齢者など、救助が必要な人や避難に時間がか

かる人の世帯の把握など自治体等との更なる連携強化

ウ 自治体、消防との合同訓練など、日頃からいろいろな訓練を実施して

災害活動の練度向上

(3) 推進施策

ア 答申事項アについて

10月、11月と管内で開催されたイベント各会場において、自治体作成

のハザードマップを活用した災害危険個所、避難所等の周知を図り、

「災害対策チェックリスト(自助編)」を来場者に配布し広報を実施。

イ 答申事項イについて

東日本大震災での死傷者のうち65歳以上の高齢者の方、障害のある方

の死亡率が高いことを受け、高齢者等や日本語を理解できない外国人の

方などの要配慮者と災害発生時に避難等に特に支援を要する避難行動要

支援者の把握のため自治体への働きかけを推進。
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会議の経過及び発言の要旨

記録者 警 務 係 長

ウ 答申事項ウについて

９月24日、11月５日に自治体での総合防災訓練に参加、事前打ち合わ

せを自治体担当者と繰り返し、顔も見える関係を構築。

消防機関とも各種会議等で防災担当者と人間関係を醸成し、今後合同

訓練を実施予定である。

４ 諮問

(1) 諮問事項

多発する特殊詐欺の被害防止対策

(2) 諮問事項の設定理由（生活安全課長説明）

特殊詐欺被害総額は本年11月末時点で約25億円と昨年同月比で約８億円

の増加、当署管内も本年11月末現在約4,700万円となっており昨年同月比約

3,500万円増加と大幅に増加し危機的状況にある。

また、実際に被害に遭われた件数とは別に、警察に相談があった特殊詐

欺と思われる内容の電話である前兆電話は11月末現在で当署管内では248件、

県内では１万件を超える数が把握されている。

手口としては、架空請求詐欺、還付金詐欺が半分を占め、当署では昨年

０件であった架空請求詐欺が８件発生している。

各種会合の機会に特殊詐欺の現状、具体的な事例を踏まえた広報を実施

し、激増する特殊詐欺被害の被害防止に向けた検挙と抑止の両輪で推進し

ているが、警察だけでは被害抑止は厳しいことから諮問事項としたもの。

５ 協議

委員 ・ あいちポリスで特殊詐欺のドラマ仕立ての広報が流れている。
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会議の経過及び発言の要旨

記録者 警 務 係 長

皆さんに見てもらえる銀行等の待合室で放映をしてみたらどうか。

・ 70歳以上の高齢者は学習等共用施設等での集まりが盛んな地域な

ので、その機会に映像を流すことを検討してほしい。

委員 ・ 防犯教室等の出席率が年々低下していることから、人の集まる習

い事などの機会を活用してほしい。

・ 同じことをやると思い込み参加しない方もいることから、真新し

いことを行う際には事前に今回は何を行うのかメッセージを出して

ほしい。

委員 ・ 詐欺まがいのメールがよく私にも届く。

・ 電話の録音が予防には効果が大きい。

・ 高齢者は電話で話されると切羽詰まってしまう傾向にあるので対

策が必要である。

委員 ・ 江南市には健康マイレージカードがあり、たまると無料で飲み物

が飲める。そういった施策との紐づけがあればアクセスが増える。

・ ＡＴＭコーナーでの電話をしている方への金融機関の方からの協

力を推進してほしい。

委員 ・ 知らない番号からの電話を出ないように周知徹底してほしい。

・ 岩倉市が作成したような、電話機の横に知らない番号からの電話

は出ないというメッセージメモを表示することが有効だと思う。

委員 ・ 特殊詐欺被害に遭わない自己啓発意識を高める必要がある。

・ 警察、行政、各種団体、会社等との連携が大切である。

・ 自治体の補助制度の活用を周知してほしい。
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会議の経過及び発言の要旨

記録者 警 務 係 長

委員 ・ 電話の横に知らない電話には出ないというメッセージを表示をす

ると電話に出なくなるのではないか。

・ わからない電話には出ないことを意識させる。

委員 ・ 高齢者が信頼する民生委員の方など地域の方々を活用して、教養

や注意喚起をしたらどうか。

・ 周知されるためには地道な活動を継続することが大切だと思う。

委員 ・ 高齢者は設定方法が分からない方が多いので通信回線事業者に協

力してもらい防犯設定を推進する。

委員 ・ 特殊詐欺は年々巧妙化しており、来年新札に変わる際に新たな詐

欺として旧札が使えないので回収すると言った回収詐欺を危惧して

いる。

新しい手口等は積極的に広報をしてほしい。

６ 答申

(1) 住民の防犯意識の向上方策

(2) 関係機関との連携強化

７ その他

次回の開催予定は、令和６年２月中旬頃とする。


